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いきいき度の高い高齢者における日常生活行動の
心理的背景要因

下山育子�� 　金光義弘��

問題と目的

日本の高齢化のスピードは諸外国にも例をみない
速さで進んでおり，高齢化対策を他の国から学ぶこ
とが難しい状況である．また，医療や福祉の発展に
より，平均寿命も延び，人々が長生きする時代にも
なっている．このように高齢者の人口が増え，個人
が長生きする時代に入ったことで，どのように歳を

重ねるかが重要な問題になってくる．小川��は，上
手に歳をとること，要介護状態に陥らないこととい
う健康長寿（������ �����）が老後の生活の目標
ではなく，高齢者が社会に対する与え手として活動
できる生涯現役（����� �����）であることを目標
にする必要があると論じている．
前田��によると，����� �����（活力ある高齢化，

いきいき長寿）という考え方が一般的に知られるよ
うになったのは，世界保健機構（���）が，国際高

齢者年（����）の世界保健デーのテーマを �������

����� ���� ��� ���� �����!とした時からである．
またこの ����� �����という言葉や考え方が本格的
に全世界に広まったのは，�		�年の第 �回高齢化に
関する世界会議（"�� #����� �� �� �����$�� ��

������）に，���が ������� ������；� %�����

& ��'� �!という文書を提出したことによる．さ
らに前田は，人間は生物であるから，老化の進行と
ともに何らかの疾病をもつようになることは避けら

れないとしたうえで，������ �����も大切である
が，�つ �つ病気や心身の障害があっても，それを
乗り越えて積極的，活動的な生活を維持しながら歳
を重ねるという意味での ����� �����も大切であ
ると述べている．このように高齢期をいきいきと生
きる ����� �����を推進する方策の一つとして，高
齢者の社会参加や社会貢献が挙げられ ����，ボラン
ティア活動や生涯学習がその具体的活動として注目
されている．

そこで本研究では，高齢者が心の健康を保ちなが

らいきいきと暮らしているフィールドに着目し，彼
らの生活状態を分析することによって ����� �����

の背景要因を抽出する試みに着手した．そのフィー
ルドとして，生活環境において対照的な都市部と離
島を選定した．前者は，地域の小中学校で子どもた
ちとともに学ぶことを通して，子どもたちの健全育

成にかかわるコミュニティ活動を行っている市街地
であり，後者は都市部から遠く離れた島で，高齢者
率が約�	(を占める海に囲まれた自然環境が豊かな
土地であった．後者に関する事前調査研究��では，
対象者となった高齢者たちは，全体として健康で，
いきいき度も高いことが確認されている．
本研究を進めるにあたり，事前調査研究および先

行研究に従って，いきいきとした生活状態を説明す
る指標として日常生活行動を取り上げ，面接を中心

としたフィールドワークを通して ����� �����の
要因抽出を行うことにした．

方 法

�．調査地

本研究に用いた調査フィールドは �箇所であった．
�つは，�市の市街地にある高齢者の社会的学習活
動の場であった．社会的学習活動の場とは，地域に
暮らす高齢者の力を活かそうとする試みとして開校
されたシニアスクールであった．この試みでは，高
齢者の学習に対する潜在的な欲求に応えることと，

高齢者とのかかわりを通し，子どもたちを育てるこ
とを目指した地域と学校の双方向活動である．シニ
アスクールの教育目標は，「一人一人の学習意欲を
もとに，知識と経験を組み直す（再構築する）喜び
を知り，めあてをもち生き生きと生活する（生きよ
うとする）生徒を育てる」と，「小中学校とのふれ合
いを通して，共に学ぶ喜び，役に立つ喜びを経験し，
地域や学校に積極的に貢献しようとする生徒を育て
る」という �つが挙げられている．
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一方，もう �つのフィールドは，都市部とは明ら
かに生活環境が異なる)市の*島という離島であっ
た．*島は，船で約 �時間かかる本土とは隔たった
土地であり，島民の大多数が老夫婦または独居高齢

者であった．活力は乏しいが自然環境に恵まれ，自
給自足の生活が可能である．生計は主として年金に
依存しており，経済的および文化的環境は貧困なう
え，人口の減少が問題となっている．
�．調査対象者および調査期間

本調査は，�市での社会的学習活動を行うシニア
スクールに通う�	歳以上の生徒（以下，シニア生徒
という）を対象に，自由記述による質問紙調査が行わ
れた．対象者は�		+年度と�		,年度の-校シニア生

徒，�		,年度の.校シニア生徒であった．�		+年度
-校シニア生徒の調査は�		+年��月に，また�		,年
度-校，�		,年度.校シニア生徒の調査は，�		,年
�月に行われた．対象者は全体で/0名（男性�1名，
女性��名），平均年齢は����歳（#-2,�1），年齢範囲
は���0/歳であった．�		+年度-校シニア生徒�+名
（男性 0名，女性 �名，平均年齢�0�,歳（#-2,�/），
年齢範囲���1�歳）に対しては，�		,年の学年末に
半構造化面接調査が行われた．

一方，都市部とは対照的な生活環境に生きる高齢者
を調査対象にするため，)市の高齢者（以下，離島高
齢者）�,名（男性 �名，女性 �名）に対して半構造化
面接調査が行われた．平均年齢は1+�,歳（#-2��0），
年齢範囲は�,�00歳であり，調査は�		,年��月に現
地において行われた．
�．面接調査の方法

シニア生徒については，参与観察法に基づいて，
第一筆者が研究生という立場で週 �日の頻度でシニ

アスクールに通い，対象者とともに授業を受けたり，
各種イベントに参加することによってラポールをと
りながら，面接と観察を行った．参与観察は�		+年
�月から�		�年 /月まで行われた．自由記述による
質問紙は，配布の後に自宅で記入し，封筒に入れて
提出するというスタイルで回収された．面接調査は，
朝の会が始まる前もしくは帰りの会の後に，約/	分
間，教室で対面法を用いて実施された．
離島高齢者については，)市の行政組織の協力を

得て選考された対象者の中で，調査の趣旨に同意し
た者に対する面接が行われた．面接は島内の公民館
において約+	分間，対面法で行われた．
両条件とも研究目的以外に使用しないことの了解

を得て録音がなされた．
�．半構造化面接の内容

シニア生徒および離島高齢者に対する半構造化面
接の内容は以下の通りであった．

　�．�．基本属性

基本属性として，年齢，性別，家族構成について
尋ねた．家族構成は，現在の同居の別と，同居して
いる場合は誰と同居しているのかについて尋ねた．

　�．�．日常生活

対象者の活動範囲を知るために，趣味・楽しみな
どの余暇活動，社会活動参加状況について尋ねた．
特に，シニア生徒に対しては，�年を振り返るとい
う形式で，シニアスクールに参加した動機，その後
の感想や自分が感じる変化，およびシニアスクール
への継続参加の意思を尋ねた．離島高齢者に対して
は，日常生活状況に加えて，生活の満足度や不安，
さらにストレス等について詳しく尋ねた．

�．分析方法

調査票および面接調査の録音記録の再生に基づく
質的内容をカードに転記し，34法��を用いて分類
した．余暇活動のカテゴリー分類は，手島・冷水��

を参考に一部改変した．

結 果

調査項目別に，シニア生徒と離島高齢者との対比
を通して特徴抽出を試みた．
�．家族構成

調査対象者が独居なのか，それとも家族と同居
しているのかを確認するため，家族構成を表 �に示
した．独居の対象者は，両フィールドにおいて約
�	(であり，その割合については著しい差は認めら
れなかった．いずれも同居の場合，多くが配偶者と
の同居であった

表 � 家族構成（人数と割合）

�．日常生活

　�．�．余暇活動

調査対象者の日常生活を明らかにする手段として，
生活の中での趣味・楽しみ等について表 �，表 /に
示した．シニア生徒においては，のべ�11個の趣味・
楽しみが抽出された．一方，離島高齢者においては，
のべ/1個の趣味・楽しみが抽出された．それぞれ複

数回答であるため，対象者 �人当たりの相対数に換
算すると，シニア生徒は+�1個，離島高齢者は��,個
となり，前者の方が多くの趣味や楽しみを有してい
ることが確認された．参与観察においても，シニア
生徒が多趣味で様々な活動を行っていることが，公
民館講座などへの参加や自らの趣味を学校のために
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表 � シニア生徒の余暇活動

表 � 離島高齢者の余暇活動

活かす活動等において確認された．また，シニア生
徒のうち��名が，シニアスクールへの参加が生活の
なかでの楽しみであると回答している．得意な教科

や興味のある教科だけでなく，苦手な教科も学ばな
ければならないシニアスクールが楽しみであるとい
うことから，好きなことや興味のあることを行う一
般的なカルチャースクールとは違う楽しみが，シニ

アスクールには含まれているということが示唆さ
れる．
一方，離島高齢者の主な楽しみが畑作業や家庭菜

園である点は，離島ならではの回答であった．離島
調査地では，畑や菜園が豊富であり，野菜や穀物など
は自給自足が可能であるところから，生きがいにも
なりやすいという生活状況と一致するものであった．
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　�．�．社会的活動

シニア生徒のシニアスクール以外の社会参加状況
を確認するために，社会的活動の有無について調べ
たところ，社会的活動への参加と不参加の割合は，

,/(対+1(であった．すなわちシニア生徒の半数以
上が，シニアスクール以外に，社会的活動を行って
いることが確認された．社会的活動の内容としては，
老人会や町内会，婦人会といった地域での活動の役
員や，ボランティア活動であった．半数以上のシニ
ア生徒にとって，シニアスクールでの活動と他の社
会的活動は重複傾向にあり，シニアスクールだけが
社会的活動ではないといえる．
�．シニア生徒におけるシニアスクールの位置づけ

　�．�．シニアスクール参加の動機

シニアスクール対象者がどのような理由でシニア
スクールに通うことにしたのか，面接より得られた
データをまとめて表 +に示した．

表 � シニアスクールに通い始めた動機

シニアスクール参加の目的としては，「勉強のた
め」という動機が最も多かった．これらは比較的高
年齢層に多くみられる意見であった．面接記録から，
現在1	歳前後の高齢者の青少年時代は戦中・戦後で
あり，満足に勉強できなかったから改めて勉強した
いという理由で，シニアスクールに通うことにした
ということがわかる．シニアスクールが，「子ども
たちとともに学ぶ」という学習面を �%�法人名に

しており，そのことからも，勉強したいという目的
をもった高齢者が集まってきたと理解できる．
また，対象学区に居住する高齢者は，自分の地域

理解や地域援助のためという思いが強く，また対象
学区以外に居住し各地域で学校支援ボランティアと
して登録している高齢者は，対象学区での取り組み
を学んで自分の地域に活かしたいという思いもある
ことがわかった．
　�．�．シニアスクールに通って感じたこと，変

わったこと

各人の目的をもってシニアスクールに通い始めた
高齢者が，卒業（ �年間の修了時点）を前に振り返っ
てみたときに，シニアスクールに通ってどうだった

のかを知るために，面接より得られたデータをまと
め表 ,に示した．

表 � シニアスクールに通って感じたこと，変わったこと

学習面での満足感が得られたという意見が得られ
たことから，彼らの目的と結果の合致がみられ，高齢
者も学びたいという意識をもちシニアスクールでそ
れが充足されたことが示唆された．また，友人や先
生との良い出会いがあったという意見や，楽しかっ
たという意見が多いことから，シニアスクールでの
生活に満足感を得ていることがわかる．
さらに，物事の考え方や生活スタイルといった自
分自身の生き方に変化があったという意見が最も多

く，心身が健康になったと感じている者も多い．こ
れらのことから，シニアスクールは高齢者の生活に
とってポジティブな効果を与えている可能性が示
唆された．シニアスクールの内容に不満足感がある
と答えた者の中にも，ポジティブな回答をしている
ケースも多いことから，「もっとこうであれば」と
いう発展的・建設的な意見の反映でもあると理解で
きる．

結果のまとめと考察

半構造化面接調査を通して，シニア生徒と離島高

齢者の比較を行った結果，以下のような共通点と相
違点が認められた．
シニア生徒も離島高齢者も，その生活スタイルは
強制されたものとしてではなく，自ら望んだものと
して受容していることが明らかになった．シニア生
徒がシニアスクールに参加したのは自らの意思で
あったし，離島高齢者が自分たちの島に愛着をもち，
島に住み続けるのも彼らの意思なのである．また，
自らの生活を誰かに依存することなく，自らなんと

かしていこうとする気持ちにも共通点が認められた．
シニア生徒が，自らの力をシニアスクールだけでな
くボランティアなどでも発揮することと，離島高齢
者が自分たちの食物を得るために畑仕事に取り組む
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ことは，一見異なるようにも見える．しかし，自ら
の持てる力をフルに活用しようとしている点におい
ては，自発性や自立性という点で共通していると考
えられる．

一方，�つのフィールド調査における最大の相違
点は，その活動範囲と活動内容であった．離島高齢
者の活動は個人の生活範囲の中で行われるもので
あったが，シニア生徒の活動は個人の生活のみなら
ず，地域社会という範囲が意識されたものであるこ
とが確認された．そして離島高齢者がゆったりとし
た時間の中で，のんびりと個人的な活動をスローラ
イフとして過ごしているのに対し，シニア生徒は多
趣味であり，また外出活動をしたり社会的活動をし

たりしながら，アクティブで能動的な生活を過ごす
様子は対照的であった．
このような対照的な高齢者の日常生活の様相と，
彼らのいきいき度の高さの特徴から，異なる環境に
生きる高齢者の精神的健康状態を説明することがで
きる．すなわち，離島高齢者は，限られた人間関係，
限られた空間の中でゆっくりと生活することが，そ
の環境に適合した生活スタイルであり，それに順応
することで精神的に健康な生活ができるものと考え

られる．一方，シニア生徒については，自らの持ち
うる資源を活かそうとすれば活かしうる環境があり，
それに向かう意欲が彼らの健康を維持・増進させて
いるものと考えられる．
これら異なるフィールドのいきいきとした高齢者

に関する調査から，心の健康への心理社会的要因と
して，「それまでの生き方との連続性」と「環境との

適合性」が重要であるということが示唆された．つ
まり，都市部で働いてきた高齢者にとっては，仕事
上の定年を迎えた後もその力を活かせる場所でこそ
いきいきと生活できるし，離島で第一次産業を主と

しながら働いてきた高齢者は，趣味と実益を兼ねて
それらを楽しむことでいきいきした生活が可能にな
るのである．当然その前提として，生活環境がそれ
らを可能にするものであることが必要である．この
ような「連続性」と「適合性」のある高齢期の生活
を自らの意思により決定することが，彼らの精神生
活を豊かにすると考えられる．さらに「連続性」と
「適合性」が高齢期の喪失体験によるダメージを防
ぎ，彼らの心の健康を維持するのであろう．

瀬沼��や赤木	�の調査においても，生涯学習活動
や社会活動に参加した高齢者の多くが，「人生がよ
り豊かになった」とか「健康を維持できている」と
感じていることが明らかにされていることから，高
齢者にさまざまな学習の機会を提供することは，彼
らの生きがい発見を可能にするに違いない�
�．し
かし，全ての高齢者に対して，単に生涯学習活動や
社会活動への参加を促せばよいとはいえないであろ
う．必ずしも生涯学習活動や社会活動に参加してい

なくても，離島高齢者のようにいきいきと生活する
ことは可能なのである．すなわち，アクティブな活
動よりもスローライフが彼らには適合しているから
である．
結局生活環境の相違はあっても，健康でいきいき

度の高い高齢者の心理的背景要因としては，「連続
性」と「適合性」がキーワードになると考えられる．

文 　　　　　献

�）小川全夫：わが国の高齢化の現状．老年精神医学雑誌，��（�），�������，���	．

�）前田大作：
���� 
����をめざして 　�社会参加・相互扶助の可能性と進め方を考える�．老年精神医学雑誌，��

（�），�������，���	．

	）堀田力：高齢者の社会参加の現状と課題．老年精神医学雑誌，��（�），��	����，���	．

�）木下康仁：高齢者の社会参加としてのボランティア活動の役割．老年精神医学雑誌，��（�），�������，���	．

�）下山育子，三野節子，金光義弘：高齢者のストレス対処と健康感 　�都市部と離島との比較�．中国四国心理学会論文

集，��，��，����．

�）川喜田二郎：続・発想法���法の展開と応用．中公新書，����．

�）手島陸久，冷水豊：高齢者の余暇活動の測定に関する研究．社会老年学，��，���	�，����．

�）瀬沼克彰：地域を活かす生涯学習．ミネルヴァ書房，��	����，���	．

�）赤木敏子：生活者の生涯学習の現状と今後の学習意向 　生涯学習に関する県民ニーズ調査．新潟県生涯学習推進セン

ター，�����，����．

��）岩原昭彦，川上綾子，八田武志：高齢者の生涯学習に対する意識構造．人間環境学研究，�（�），�����，����．

（平成��年 �月��日受理）
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